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知
恵
を
出
し
合
っ
て

　

緑
に
風
薫
る
こ
の
頃
、
み
な
さ
ん
お
元

気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
始
ま
っ
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
は
、「
掛
金
を
年
金

か
ら
天
引
き
す
る
な
ん
て

許
せ
な
い
」「
病
気
に
な
っ

た
ら
医
者
に
い
け
な
く
な

る
」「
長
生
き
し
て
は
い
け

な
い
の
か
」
と
全
国
各
地

か
ら
抗
議
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
食
品
偽
装
問
題
や
消
え
た
年
金
問

題
、消
費
税
増
税
問
題
、貧
困
と
格
差
の
拡

大
、そ
し
て
平
和
の
問
題
な
ど
、私
た
ち
の

生
活
に
直
結
す
る
問
題
が
山
積
し
、ま
す

ま
す
暮
ら
し
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
立
ち

向
か
い
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
論
議
を
深

め
、
突
破
口
を
見
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

み
な
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ

せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
退
職

さ
れ
て
未
加
入
の
方
も
当

日
、
来
場
、
入
会
大
歓
迎
で

す
。
友
人
・
知
人
と
語
り
合

い
、交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

懇
親
会
で
交
流
を

　

総
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

自
治
会
館
２
階
の
『
ラ
ウ
ン
ジ
は
ま
風
』

で
、
恒
例
の
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
約
１

時
間
、
飲
物
・
軽
食
を
と
り
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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退
職
者
こ
だ
ま
会
第　

回
定
期
総
会
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● とき　
　６月２５日（水） 
　午後１時３０分～４時３０分
● ところ
　神奈川自治会館
　７階７０１号室～７０３号室
　電話０４５－６６４－７５００
● 交通
　桜木町又は横浜駅から、バス
で「神奈川自治会館前」下車
徒歩１分。地下鉄みなとみら
い線「日本大通り駅」下車３
番出口徒歩３分
● 総会議案（２～５頁参照）
●展示コーナー　
　俳句・写真他
☆ 懇親会　
　総会終了後、２階の『ラウン
ジはま風』で懇親会を開きま
す。お誘いあわせのうえご参
加を（会費２０００円）

退職者こだま会
第２４回定期総会のご案内

初夏の腰越　（青沼慶祐さんの作品）

社会保障の拡充で

安心の老後を
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退
職
者
こ
だ
ま
会
第　

回
定
期
総
会
議
案
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２
０
０
７
年
度
経
過
報
告

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

こ
の
数
年
間
、
政
府
は
所
得
税
か
ら
配

偶
者
特
別
控
除　

万
円
の
廃
止
、
老
齢
者

３８

控
除
廃
止
、
定
率
減
税
の
段
階
的
廃
止
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
連
動
し
て
国
民
健

康
保
険
・
介
護
保
険
料
が
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
年
金
の
満

額
支
給
時
期
の
後
退
と
あ
わ
せ
て
、
ま
す

ま
す
退
職
後
の
生
活
は
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
こ
だ
ま
会
」は
こ
う
し
た
高
齢
者
切
り

捨
て
の
冷
た
い
政
府
の
動
き
に
対
し
、
い

ち
早
く「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・

撤
回
を
求
め
る
」
署
名
を
と
り
く
み
、　
０７

年　

月
の
集
計
で
６
５
９
筆
を
集
約
、
県

１２
職
労
連
９
６
３
筆
、
計
１
、
６
２
２
筆
を

本
年
１
月
に
社
会
保
障
推
進
協
議
会
を
通

し
て
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
　

年　

月
か
ら
始
ま
っ
た
「
米
原
子
力

０６

１２

空
母
横
須
賀
母
港
化
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
条
例
請
求
」
の
署
名
活
動
を
支
援
し

ま
し
た
。
し
か
し
「
危
険
な
原
子
力
空
母

は
い
ら
な
い
」「
市
民
の
声
を
聞
け
」
と
第

２
次
の
「
横
須
賀
原
子
力
空
母
配
備
の
是

非
と
安
全
性
を
問
う
住
民
投
票
条
例
制
度

を
請
求
す
る
住
民
署
名
」
運
動
が
始
ま
り

こ
れ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

松
沢
県
政
は
県
立
６
病
院
の
独
立
行
政

法
人
化
方
針
を
決
め
、
県
民
が
安
心
し
て

か
か
れ
る
医
療
よ
り
も
、
経
済
効
率
最
優

先
の
政
策
を
と
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

「
こ
だ
ま
会
」
は
県
職
労
連
や
県
民
連
絡

会
で
つ
く
る
「
地
域
医
療
の
充
実
と
県
立

病
院
の
直
営
を
求
め
る
会
」に
参
加
し
て
、

「
安
心
・
安
全
の
医
療
の
提
供
と
医
療
水

準
の
向
上
維
持
を
」と
運
動
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

趣
味
活
動
と
会
員
参
加
の 

　
　

会
報
づ
く
り

　

会
員
の
趣
味
や
特
技
を
い
か
し
て
交
流

を
深
め
る
活
動
は
、
新
し
い
世
話
人
の
も

と
で
、
囲
碁
同
好
会
の
例
会
や
北
海
道
ス

キ
ー
旅
行
の
と
り
く
み
な
ど
が
発
展
し
て

い
ま
す
。

　

囲
碁
同
好
会
は
７
月
６
〜
７
日
の
自
治

労
連
囲
碁
大
会
で
３
人
一
組
の
団
体
戦

で
、全
国
５
位
を
獲
得
。　

月
２
日
の「
か

１２

な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
祭
り
」
で
は
囲
碁
大

会
の
企
画
を
担
当
し
、
県
職
員
Ｏ
Ｂ
と
現

役
な
ど　

人
が
参
加
し
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

４７

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
主
催
の

「
手
づ
く
り
文
化
祭
」
は　

月　

日
に
開

１０

２０

か
れ　

人
が
参
加
。
俳
句
、
油
絵
、
水
彩

１２

画
、
写
真
、
模
型
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

○
歴
史
教
室

　

講
義　

９
月
・
３
月
（　

人
〜　

人
）

１０

１３

　

散
策　

６
月
・　

月
（
９
〜　

人
）

１１

１０

○
楽
し
い
俳
句
教
室

　

毎
月
第
３
木
曜
日
（　

人
〜　

人
）

１１

１３

○
食
と
文
化
を
楽
し
む
会
（
薬
膳
料
理
）

　

７
月
・　

月
（
７
〜　

人
）

１１

１１

○
囲
碁
同
好
会

　

例
会
、
毎
月
第
１
日
曜
日
（　

〜　

人
）

１０

１６

○
料
理
教
室
（
壮
年
部
と
共
催
）

　
　

月
（　

人
）

１０

１３

○
北
海
道
ス
キ
ー
旅
行

　
　

年
１
月　

〜　

日
（　

人
）

０８

２８

３１

２４

○
農
業
体
験
・
援
農
を
楽
し
む
会

　

８
月
（　

人
）

１２

　

趣
味
の
会
の
世
話
人
の
皆
さ
ん
に
は

日
々
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

深
く
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、

お
世
話
下
さ
る
方
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

会
員
相
互
を
つ
な
ぐ
『
こ
だ
ま
会
報
』

は
、
情
勢
と
の
関
連
で
年
金
、
医
療
、
介

護
、
増
税
問
題
な
ど
の
情
報
と
趣
味
活
動

や
高
齢
期
運
動
の
と
り
く
み
な
ど
の
様
子

を
計
画
ど
お
り
年
４
回
（　

〜　

号
）
Ｂ

７６

７９

５
版
で
各
８
〜　

頁
で
発
行
し
ま
し
た
。

１２

「
豊
か
な
情
報
と
会
員
参
加
」の
目
標
は
、

広
報
委
員
会
の
努
力
と
皆
さ
ん
の
協
力
で

前
進
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

年　

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
会
の
ホ
ー

０５

１１

ム
ペ
ー
ジ
は
、
会
報
以
外
の
情
報
提
供
も

含
め
て
そ
の
充
実
に
引
き
続
き
努
力
し
て

い
ま
す
。
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
整

理
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
員
か
ら
の
季
節
の
便
り

や
写
真
、
地
域
の
情
報
、
暮
ら
し
向
き
な

ど
多
彩
な
活
用
に
は
い
た
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

Ⅲ　

会
員
加
入
状
況
と
会
の
運
営

　

今
年
度
の
加
入
者
は
年
会
員　

人
、
終

１１

身
会
員　

人
の
計　

人
で
、
今
年
１
月
に

６１

７２

１
、
３
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

加
入
の
働
き
か
け
は
、
１
月
下
旬
〜
２

月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
給
与
厚
生
課
主
催

の
「
退
職
者
説
明
会
」
５
回
と
、
県
職
労

連
各
支
部
で
開
か
れ
た
「
退
職
者
の
つ
ど

い
」
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
職
時
に
加
入
し
た
火
災
共
済

壮年部と共催の料理教室
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の
更
新
手
続
き
に
際
し
て
、
会
へ
の
加
入

資
料
を
同
封
し
て
加
入
を
呼
び
か
け
る
な

ど
努
力
し
ま
し
た
。

○
会
の
運
営
は
、
毎
週
火
曜
日
を
軸
に
事

務
処
理
と
必
要
な
打
合
せ
会
議
を
合
せ
る

よ
う
に
し
、
交
通
費
等
経
費
の
節
減
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

○
会
報
の
発
送
作
業
や
各
趣
味
活
動
等
の

と
り
く
み
に
つ
い
て
は
、
世
話
人
の
方
が

た
の
協
力
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅳ　

高
齢
期
運
動
へ
の
参
加
と 

　
　

共
同
の
と
り
く
み

　

高
齢
者
に
対
す
る
き
び
し
い
状
況
が
続

き
昨
年
９
月
、「
第　

回
日
本
高
齢
者
大
会

２１

　

横
浜
」
が
あ
り
、
役
員
を
中
心
に　

人

ｉｎ

１７

が
参
加
、
情
勢
を
学
び
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

○　

年　

月
に
結
成
さ
れ
た
「
神
奈
川
県

０５

１２

職
員
九
条
の
会
」
の
�
結
成
２
周
年
記
念

の
集
い
�（　

月
７
日
）
に
は
、「
こ
だ
ま

１２

会
」
会
員
も
多
数
参
加
し
、
居
住
す
る
地

域
で
「
九
条
の
会
」
の
立
ち
上
げ
や
世
話

役
、
事
務
局
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
に
は
前

年
同
様
１
人
を
、
神
奈
川
自
治
労
連
退
職

者
会
に
は
５
人
を
役
員
と
し
て
送
り
、
総

会
を
は
じ
め
年
間
の
活
動
に
協
力
、
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
は
本
年

も
３
月　

日
、
厚
生
労
働
省
と
年
金
、
介

１９

護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
要

求
で
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅰ　

私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢

　

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
で
自

民
党
が
大
敗
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の

政
治
状
況
に
変
化
が
現
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
政
府
・
与
党
は
、
数
の
力

を
背
景
に
数
々
の
悪
法
を
強
引
に
成
立
さ

せ
て
き
ま
し
た
が
、
参
院
選
後
、
こ
の
よ

う
な
政
治
手
法
が
通
用
し
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
安
倍
内
閣
が
倒
れ
、
福

田
内
閣
が
成
立
し
ま
し
た
。
福
田
首
相
は

当
初
、「
国
民
の
目
線
で
政
策
を
推
進
す

る
。
い
ま
ま
で
の
政
治
の
ゆ
が
み
を
是
正

す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
施
政
方

針
で
国
民
に
「
貧
困
と
格
差
」
を
も
た
ら

し
た
「
構
造
改
革
」
路
線
の
引
継
ぎ
を
表

明
、
格
差
の
解
消
に
真
剣
に
向
き
合
お
う

と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

昨
年　

〜　

月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

１０

１２

産
）
速
報
に
よ
る
と
、
企
業
の
輸
出
及
び

設
備
投
資
は
い
ず
れ
も
実
質　

・
１
％
増

１２

と
好
調
で
す
が
、
雇
用
者
報
酬
は
前
期
か

ら
連
続
で
伸
び
率
ゼ
ロ
、家
計
消
費
は
０
・

８
％
増
に
と
ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
低
迷

が
続
い
て
い
ま
す
。
大
企
業
の
昨
年
度
の

経
常
利
益
は
、
バ
ブ
ル
期
に
お
け
る
最
高

益
の
１
・
７
倍
に
達
す
る
ほ
ど
で
す
が
、

１
人
当
た
り
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
落
、

雇
用
者
報
酬
の
総
額
は　

年
前
と
比
べ
て

１０

　

・
６
兆
円
も
減
少
し
、
年
収
２
０
０
万

１５
 
２
０
０
８
年
度
活
動
方
針
案

　２００７年度一般会計、同積立金会計につ

いて、それぞれの収支証拠書類、預金通

帳等の監査を実施した結果、適正に執行

されているものと認めます。

　　２００８年４月１５日

　　　　　　　　監査　辻村　博　○印 

　　　　　　　　監査　木村武子　○印 

会計監査報告

支　　出収　　入

摘 要決算額予算額項　　目摘　要決算額予算額項　　目

８１８，６３８８５０，０００事 務 局 費３，０００×９０口２７０，０００２４０，０００年 会 費

２００，８６５３５０，０００行 動 費２５，０００×６１人１，５２５，０００１，１５０，０００終 身 会 費

８１８，２０４９５０，０００広 報 費６８５，０００６８５，０００県職労連交付金

３７２，５５８４５０，０００総 会 費１，０３１，１２６９５０，０００共 済 助 成 費

３７０，８５０４００，０００会 議 費２０９，９７０１９６，２０７雑 収 入

１６５，７１６２５０，０００通 信 費７４６，６０１７００，０００積立金取崩し

６５，０００８０，０００弔 慰 金１０，００００寄 付 金

４０，０００５０，０００負 担 金６２８，７９３６２８，７９３前年度繰越金

１，５２５，０００１，１５０，０００積 立 金

０２０，０００予 備 費

７２９，６５９次年度繰越金

５，１０６，４９０４，５５０，０００合　 計５，１０６，４９０４，５５０，０００合　 計

支　　出収　　入

決算額予算額項　　目決算額予算額項　　目

７４６，６０１７００，０００本年度支出１４，１３６，０２９１４，１３６，０２９前年度繰越金

１，５３５，７０９１，１５１，９７１本年度収入

１，５２５，０００１，１５０，０００積立金
内訳

１４，９２５，１３７１４，５８８，０００次年度繰越金１０，７０９１，９７１利息

１５，６７１，７３８１５，２８８，０００合　計１５，６７１，７３８１５，２８８，０００合　計

２００７年度　一般会計収支決算書
　　　　　　　　　　　    （２００７年４月１日～２００８年３月３１日）　　　　　　　   　（単位：円）
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介
護
環
境
も
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た

大
衆
課
税
強
化
路
線
（
配
偶
者

特
別
控
除
・
老
齢
者
控
除
の
廃
止
、
年
金

の
基
礎
控
除
縮
小
、
所
得
税
の
定
率
減
税

廃
止
）
が
２
０
０
７
年
で
一
通
り
終
っ
た

の
で
、
政
府
・
与
党
は
消
費
税
を
社
会
保

障
の
主
要
な
財
源
と
し
て
位
置
づ
け
、
消

費
税
率
引
上
げ
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
逆
進
課
税
の
性
格
が
強
い
消
費
税

の
税
率
引
上
げ
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

諸
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、　

年
０７

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
が
示
す
よ
う

に
、
国
民
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
政
治
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
確

信
を
も
ち
、
力
を
合
わ
せ
て
世
の
中
の
変

革
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ　

活
動
の
目
標
と
計
画
（
案
）

１　

年
金
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
高
齢
者

の
社
会
保
障
の
充
実
を
、「
全
国
自
治
体

退
職
者
連
絡
会
」
を
は
じ
め
、
要
求
で

一
致
す
る
団
体
と
共
同
し
て
高
齢
期
運

動
を
推
進
し
ま
す
。

２　

高
齢
者
の
健
康
な
生
活
を
守
る
視
点

か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
中
止

さ
せ
る
運
動
を
進
め
ま
す
。
地
域
医
療

の
充
実
と
県
立
病
院
の
直
営
を
求
め
る

運
動
を
進
め
ま
す
。

３　

税
制
の
改
定
で
高
齢
者
の
税
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
生
活

を
守
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
①　

歳
以
上
は

７５

強
制
加
入
②
過
酷
な
保
険
料
負
担
（
神
奈

川
県
の
平
均
保
険
料
は
年
金
所
得
２
０
８

万
円
の
場
合
で
年
８
０
、
８
３
０
円
）
③

保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
④
保
険
料
滞

納
者
は
保
険
証
取
り
上
げ
⑤
高
齢
者
医
療

の
診
療
報
酬
に
上
限
を
設
け
る
な
ど
、
高

齢
者
に
十
分
な
医
療
を
受
け
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
目
的
で
す
。
国
民
の
反
対

運
動
に
よ
り
、
政
府
は
扶
養
家
族
と
な
っ

て
い
る　

歳
以
上
の
人
の
保
険
料
徴
収
や

７５

　

歳
〜　

歳
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
（
１

７０

７４

割→

２
割
）
を
一
時
凍
結
し
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
一
時
的
な
措
置
で
は
な
く
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止
す

べ
き
で
す
。

　

介
護
保
険
料
の
見
直
し
に
伴

う
負
担
増
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
居
住
費
、
調
理
費
用
の
自
己
負
担

化
に
よ
り
利
用
者
の
負
担
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
料
支
給
限
度
額
の
引

き
下
げ
に
よ
る
介
護
給
付
の
抑
制
や
定
額

制
導
入
に
よ
る
家
事
援
助
な
ど
の
制
限
で

生
活
に
支
障
を
き
た
す
高
齢
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
介
護
事
業
所
で
は
、
介
護
報
酬

の
引
き
下
げ
や
居
住
費
・
食
費
の
自
己
負

担
化
に
よ
る
施
設
へ
の
報
酬
削
減
な
ど
の

影
響
で
そ
の
経
営
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
事
業
所
の
縮
小
・
廃
止
と
い
う
事

態
も
生
じ
て
い
ま
す
。
多
く
の
事
業
所
で

経
営
難
の
た
め
、「
職
員
の
非
常
勤
化
」
や

「
人
件
費
の
削
減
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

か
ら
、
原
発
よ
り
危
険
な
原
子
力
空
母

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
配
備
が
決
ま

り
、
地
域
住
民
の
生
活
に
新
た
な
脅
威
が

生
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
対
し
、

広
汎
な
人
々
の
反
対
運
動
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

県
政
を
見
る
と
、
松
沢
知
事
は
、
昨
年

７
月
、「
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
基
本
方
針
」

を
発
表
し
、
業
務
の
民
営
化
、
民
間
委
託

化
、
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
と
地
方
行

政
独
立
法
人
の
導
入
に
向
け
た
研
究
を
行

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年　

月
に
出
さ
れ
た
「
県
立
病
院
の
あ

１２

り
方
検
討
委
員
会
」
の
答
申
は
、
県
立
６

病
院
を
一
括
し
て
地
方
独
立
行
政
法
人
化

す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
ま
す
。
知

事
は
こ
れ
を
受
け
て
本
年
３
月
の
県
議
会

で
県
立
病
院
独
立
行
政
法
人
化
の
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
県
民
の
医

療
に
対
す
る
県
の
責
任
を
放
棄
す
る
も
の

で
す
。

　

２
０
０
４
年
の
年
金
大
改
悪

に
よ
り
、
年
金
保
険
料
の
引
き

上
げ
、
給
付
額
の
切
り
下
げ
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
消
え
た
年
金
」
問
題
に

よ
り
、
本
来
支
給
さ
れ
る
べ
き
年
金
額
が

支
給
さ
れ
な
い
人
も
出
て
い
ま
す
。
社
会

保
険
庁
の
責
任
は
重
大
で
す
が
、
政
府
は

こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
社
会
保
険
庁
を
民

営
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

年
金
年
金

円
未
満
の
労
働
者
が
１
０
０
０
万
人
も
い

ま
す
。

　

原
油
市
場
へ
の
投
機
資
金
の
流
入
に
伴

う
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
の
大
幅
な
値
上
げ
、

食
料
品
も
小
麦
や
大
豆
な
ど
穀
類
の
輸
入

価
格
値
上
げ
が
引
き
金
と
な
り
、
み
そ
、

し
ょ
う
ゆ
、
パ
ン
、
乳
製
品
な
ど
が
値
上

が
り
し
、
庶
民
の
生
活
を
直
撃
し
て
い
ま

す
。
食
品
表
示
の
偽
装
や
中
国
製
ギ
ョ
ウ

ザ
問
題
な
ど
食
の
安
全
も
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
上
、
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

保
障
の
切
り
捨
て
、
大
企
業
に
は
減
税
、

庶
民
に
は
増
税
を
す
る
政
治
が
国
民
生
活

を
著
し
く
困
難
に
し
て
い
ま
す
。
国
民
の

家
計
を
温
め
る
政
策
へ
、
政
府
の
政
策
を

転
換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
３
月
、
改
憲
派
議
員
で
作
る
「
新

憲
法
制
定
議
員
同
盟
」（
会
長
・
中
曽
根
康

弘
）
は
新
た
な
役
員
に
民
主
党
の
幹
部
を

加
え
、
改
憲
を
推
進
す
る
新
体
制
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
「
同
盟
」
は
当
面
の

活
動
と
し
て
、
衆
参
両
院
の
憲
法
審
査
会

始
動
を
働
き
か
け
る
こ
と
や「
九
条
の
会
」

に
対
抗
す
る
地
域
拠
点
作
り
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
憲
法
九
条
を
守
ろ
う
と

す
る
「
九
条
の
会
」
は
、
全
国
で
７
０
０

０
組
織
を
超
え
、
現
在
も
発
展
を
続
け
、

九
条
改
悪
に
反
対
す
る
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

在
日
米
軍
横
須
賀
基
地
に
は
本
年
８
月

医
療
医
療

介
護
介
護

税
金
税
金
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４　

憲
法
の
改
悪
に
反
対
し
平
和
・
人
権
・

民
主
主
義
を
守
る
運
動
を
推
進
し
ま

す
。「
県
職
員
九
条
の
会
」
と
連
携
し
運

動
を
進
め
ま
す
。

５　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
火
災
・

自
動
車
・
交
通
災
害
共
済
・
が
ん
保
険

な
ど
の
福
利
厚
生
事
業
を
行
い
ま
す
。

６　

法
律
、
年
金
、
税
金
、
介
護
保
険
、

成
年
後
見
制
度
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
の
問
題
で
信
頼
で
き
る
専

門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

７　

退
職
者
こ
だ
ま
会
の
事
務
局
は
、
毎

週
火
曜
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
ま
で

１０

開
き
ま
す
。

☆
趣
味
の
会
活
動

　

活
動
の
充
実
の
た
め
に
は
事
業
を
計
画

し
、実
行
に
移
す
世
話
人
が
不
可
欠
で
す
。

世
話
人
の
高
齢
化
や
病
気
で
活
動
が
続
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
こ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
方
の

現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

現
在
、
次
の
趣
味
の
会
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

○
囲
碁
同
好
会
（
毎
月
第
１
日
曜
）

○
楽
し
い
俳
句
教
室
（
毎
月
第
３
木
曜
）

○
歴
史
教
室
（
講
義
２
回
・
散
策
２
回
）

○
食
文
化
を
楽
し
む
会
（
薬
膳
料
理
・　

夏
・
秋
）

○
楽
し
い
料
理
教
室
（
壮
年
部
と
共
催
・

秋
）

○
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
（
冬
）　

○
援
農
体
験
・
農
業
を
楽
し
む
会
（
季
節

別
に
３
回
）

☆
会
員
の
顔
が
見
え
る
会
報
を

　

年
４
回
、
定
期
的
に
発
行
さ
れ
る
会
報

は
、会
員
に
心
待
ち
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

号
か
ら
活
字
を
大
き
く
し
、
Ｂ
５
版
か

８０ら
Ａ
４
版
に
し
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
親
し

ま
れ
る
会
報
を
め
ざ
し
ま
す
。発
行
月
は
、

６
月
、
８
月
、　

月
、
１
月
。

１０

☆ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
い
っ
そ
う
充

実
さ
せ
ま
す
。

た
だ
き
な
が
ら
、
転
び
な
が
ら
も
少
し
長

い
距
離
を
滑
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
夜
は
カ
ラ
オ
ケ
の
仲
間
に
入
れ
て
い
た

だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
早
朝
よ
り
身
体
中
、
特
に
膝
と

腰
が
痛
く
、
午
前
中
、
休
も
う
か
ど
う
か

ベ
ッ
ド
の
中
で
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
何
と
か
集
合
場
所
に
行
く
と
、
榎

本
さ
ん
（
ス
キ
ー
の
先
生
）
か
ら
指
名
で
、

基
本
的
な
滑
り
方
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
調
は
気
に

な
り
ま
し
た
が
、
指
導
を
受
け
て
い
る
う

ち
に
痛
み
も
気
に
な
ら
な
く
な
り
、
ス

キ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
コ
ツ
も
分
か

り
だ
し
、
楽
し
く
滑
り
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

部
屋
は
３
人
部
屋
で
、�
整
体
の
先
生
�

榎
本
さ
ん
と
�
モ
デ
ル
�
の
巴
さ
ん
と
で

本
当
に
和
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
  
（
川
瀬
秀
雄
）

　

１
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
泊
４
日

２８

３１

の「
こ
だ
ま
会
北
海
道
ス
キ
ー
」（　

人
参

２４

加
）に
、今
回
は
じ
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
は
初
級
ク
ラ
ス
で
、
し
か
も　
１０

年
く
ら
い
滑
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、は
た
し
て
滑
れ
る
の
か
心
配
で
し
た
。

初
日
の
天
気
は
晴
れ
。
お
っ
か
な
び
っ
く

り
で
し
た
が
、
何
と
か
身
体
は
動
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
ベ
テ
ラ
ン

の
叶
井
さ
ん
、
米
山
さ
ん
等
に
助
け
て
い

楽
し
い　

趣
味
の
会

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

北海道スキーを
楽しみました

富良野でスキーを満喫

２００８（平成２０）年度　一般会計収支予算書（案）

　　　　　　　　　（２００８年４月１日～２００９年３月３１日） 　　　　（単位：円）

支　　出収　　入

摘 要予算額項　　目摘　要予算額項　　目

８５０，０００事務局費３，０００×８０口２４０，０００年 会 費

３５０，０００行 動 費２５，０００×４８人１，２００，０００終 身 会 費

９５０，０００広 報 費６８５，０００県職労連交付金

４５０，０００総 会 費１，０００，０００共 済 助 成 費

４００，０００会 議 費１４５，３４１雑 収 入

２５０，０００通 信 費７００，０００積立金取崩し

８０，０００弔 慰 金０寄 付 金

５０，０００負 担 金７２９，６５９前年度繰越金

１，２００，０００積 立 金

１２０，０００予 備 費

４，７００，０００合　 計４，７００，０００合　 計

２００８（平成２０）年度　積立金会計収支予算書（案）

　　　　　　　　　（２００８年４月１日～２００９年３月３１日） 　　　　（単位：円）

支　　出収　　入

摘 要予算額項　　目摘　要予算額項　　目

７００，０００本 年 度 支 出１４，９２５，１３７前 年 度 繰 越 金

１，２０２，８６３本 年 度 収 入

１，２００，０００積 立 金
内 訳

１５，４２８，０００次年度繰越金２，８６３利 息

１６，１２８，０００合 計１６，１２８，０００合 計
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楽
し
い　

趣
味
の
会

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

地
元
鎌
倉
に
因
む
人
物
の
い
わ
れ
を
採

り
上
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、今
回
は
、

幕
末
に
横
須
賀
造
船
所
を
建
設
し
、
ま
た

薩
摩
長
州
と
の
戦
い
の
主
戦
論
者
で
あ
る

幕
臣
小
栗
上
野
介
の
功
績
を
辿
る
内
容

だ
っ
た
。

　

小
栗
上
野
介
は
三
河
以
来
の
家
柄
（
旗

本
）
で
、
徳
川
幕
府
倒
壊
の
中
に
あ
っ
て
、

新
し
い
時
代
を
歩
も
う
と
し
た
足
跡
が
今

日
改
め
て
評
価
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ

る
。
ぺ
リ
ー
の
来
航
後
、
日
米
条
約
の
批

准
の
た
め
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
咸
臨
丸
に

も
、
大
老
井
伊
の
目
付
と
し
て
使
節
団
に

同
行
し
て
い
る
。
滞
在
中
、
そ
こ
で
目
に

し
た
欧
米
の
国
の
あ
り
方
が
、
そ
の
後
の

彼
の
生
き
方
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
い
え

る
。

　

帰
国
後
は
神
戸
に
海
軍
塾
を
開
い
て
、

諸
藩
の
武
士
や
浪
人
を
集
め
て
教
え
た

り
、
慶
応
元
年
に

は
横
須
賀
の
入
江

を
埋
立
て
、
製
鉄

所
を
建
設
し
よ
う

と
し
た
が
、
財
政

困
難
な
事
情
も

あ
っ
て
、造
船
所
の
完
成
に
と
ど
ま
っ
た
。

外
国
奉
行
を
は
じ
め
、
勘
定
奉
行
、
陸
海

軍
奉
行
ま
で
歴
任
し
な
が
ら
、
強
引
急
進

的
に
進
め
よ
う
と
す
る
小
栗
の
改
革
案
に

は
反
対
す
る
者
も
多
く
、
慶
喜
が
恭
順
し

た
こ
と
に
よ
り
、
主
張
す
る
徹
底
抗
戦
を

共
に
退
け
ら
れ
た
た
め
、
小
栗
は
故
郷
で

あ
る
群
馬
県
権
田
村
に
引
き
こ
も
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
山
間
地
の
村
で
用
水
路
を
開

く
な
ど
、
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
江

戸
で
の
ゲ
リ
ラ
抗
戦
を
指
揮
し
た
小
栗
を

薩
摩
長
州
軍
は
許
さ
ず
、
様
々
な
口
実
を

つ
く
っ
て
弁
明
も
聞
か
ず
に
慶
応
４
年
４

月
６
日
、
水
沼
川
原
で
小
栗
主
従
を
処
罰

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
明
治
以
降
今
日
に
至
る
横
須

賀
市
発
展
の
動
機
を
つ
く
っ
た
功
績
は
確

か
で
、
汐
入
公
園
に
立
つ
胸
像
と
共
に
、

権
田
村
東
善

寺
に
は
、
小

栗
上
野
介
親

子
を
囲
む
家

臣
群
の
墓

と
、
観
音
山

に
は
邸
跡
の

記
念
碑
が
建

て
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、

倉
淵
村
の
烏
川
湖
畔
水
沼
橋
に
は
上
野
介

処
刑
跡
地
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
講
義
を
通
し
て
の
趣
旨
と
し

て
、
歴
史
は
現
地
の
人
達
の
意
見
評
価
を

も
確
か
め
る
べ
き
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
こ
と
を
重
ね
て
教
え
ら
れ
た
思
い
で
あ

り
、
終
了
後
の
意
見
交
換
で
も
幾
つ
か
の

事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
現
地
の
人
々
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。　
 
（
中
澤
祥
浩
）

　

全
国
大
会
め
ざ
し
て

　

５
月
４
日
（
日
）、
横
浜
駅
西
口
の
囲
碁

サ
ロ
ン
「
有
心
」
で
、
第　

回
自
治
労
連

１５

囲
碁
全
国
大
会
（
７
月　

日
〜　

日
）
に

１１

１２

む
け
た
代
表
選
手
を
決
め
る
選
考
会
を
囲

碁
同
好
会
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

世
話
役
の
登
さ
ん
が
、
会
員
だ
け
で
な

く
県
庁
Ｏ
Ｂ
、
現
役
を
含
め
た
最
強
の
選

手
を
送
り
た
い
と
、
県
囲
碁
関
係
者
に
声

を
掛
け
ま
し
た
。そ
の
結
果　

人
が
参
加
。

１９

　

激
戦
の
末
、
代
表
者
に
は
、
優
勝
し
た

奥
村
貴
聰
さ
ん
、
準
優
勝
の
中
井
義
尚
さ

ん
、
ま
た
敗
者
復
活
戦
優
勝
者
・
岸
邦
彦

さ
ん
の
３
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
井
さ
ん
は
一
昨
年
、
奥
村
さ

ん
と
岸
さ
ん
は
昨
年
、
自
治
労
連
全
国
囲

碁
大
会
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

全
国
第
５
位
を
越
え
る
成
績
を
収
め
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
  
（
青
沼
慶
祐
）

小
栗
上
野
介
と

　
　
　
　

そ
の
軌
跡

歴史教室
●食文化を楽しむ会
と　き　７月２４日（木）１１時～１４時
ところ　横浜市健康福祉センター（調理実習室） 

ＪＲ「桜木町」駅前
テーマ　暑さに負けない夏の薬膳料理
先　生　上野多恵子さん（会員）
会　費　１８００円
申込先　上野多恵子　０４５（８３１）８３７２ 

亀井　禎子　０４５（３３２）４０６１ 
山本　文子　０３（３７２８）２２２７

● 囲碁同好会
月例会（毎月第１日曜日） 

６月１日　７月６日　８月３日
ところ　囲碁サロン「有心」（うしん） 

横浜駅西口大洋ビル６階
会　費　７００円
申込先　こだま会事務局　０４５（２１２）３１７９
　　　　登　豊吉　０４５（８２４）７１５５
　　　　青沼慶祐　０４５（７８２）７６６５

● 俳句教室
月例句会（毎月第３木曜日午後１時～）。

春・秋など旅先での句会（吟行）
も予定。初心者歓迎。楽しい句会
です。 
６月１９日　７月１７日　

ところ　こだま会事務所
指　導　山本つぼみ先生（阿夫利嶺主宰）
会　費　５００円
申込先　こだま会事務局　０４５（２１２）３１７９ 

又は小川政則　０４２（７４２）２２５３

●歴史教室（散策）
テーマ　長尾砦と田谷洞穴・北条早雲
と　き　６月９日（月）
集　合　ＪＲ「大船駅」改札口前　１０時
昼　食　外食予定（自費）
コース　玉縄城跡から龍宝寺・貞宗寺ほか
参加費　１０００円・ガイド中村猪一郎会員
申込先　電話＆Ｆａｘ　０４５（３６１）０１１２（佐

藤喜治）まで

● 歴史教室（講義）
テーマ　源頼朝と範頼について
と　き　９月８日（月）
ところ　県横浜合庁５階会議室
申込先　電話＆Ｆａｘ　０４５（３６１）０１１２（佐

藤喜治）まで

予告予告��　予告予告��　予告予告���
�

�
�

�����
�����

 囲 碁 同 好 会囲　碁　同　好　会
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ネ
ッ
ト
の
講
習
会
で
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

始
め
る
な
ら
地
域
の
情
報
発
信
が
最
適
」

と
講
師
が
話
さ
れ
た
。

　

写
真
を
中
心
の『
素
晴
ら
し
い
町
二
宮
』 

　

を
立
ち
上
げ

　

退
職
後
、
余
っ
た
時
間
を
何
に
使
お
う

か
考
え
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど

地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
始
め
た
。
す
ぐ
に
申
し
込
み
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
の
ス
ペ
ー
ス　

メ
ガ
が

１０

提
供
さ
れ
た
。
早
速
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
素

晴
ら
し
い
町
二
宮
』
を
立
ち
上
げ
た
。

　

前
記
の
講
師
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

ネ
ー
ミ
ン
グ
が
大
事
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

写
真
を
主
体
に
と
り
く
ん
だ
。
二
宮
に

は
、
駅
の
す
ぐ
近
く
に
吾
妻
山
と
い
う
景

観
の
素
晴
ら
し
い
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
っ

て
も
過
言
で
な
い
標
高
１
３
６
メ
ー
ト
ル

の
山
が
あ
る
。

　

町
の
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
提
案

　

当
時
、
各
自
治
体
で
は
中
心
市
街
地
活

性
化
と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論
を
す
る
場
が

多
く
作
ら
れ
、
報
告
書
が
作
ら
れ
た
。
二

宮
町
で
も
町
民
に
募
集
が
か
け
ら
れ
た
。

議
論
は
ど
こ
も
箱
物
中
心
に
し
た
ハ
ー
ド

　

定
年
の
頃
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
黎
明
期

で
、
職
場
で
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

た
。そ
の
頃
、イ
ン
タ
ー

面
の
議
論
が
多
か
っ
た
。

　

私
は
「
実
現
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
報

告
書
を
作
る
た
め
だ
け
の
会
議
で
は
無
駄

で
は
」
と
主
張
し
、
町
の
活
性
化
の
た
め

に
何
か
人
を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
し
よ
う

と
提
案
し
た
。

　

そ
の
翌
年
の
２
月
初
旬
の
土
日
か
ら

「
吾
妻
山
菜
の
花
ま
つ
り
」
が
始
ま
り
、

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
大
成

功
を
収
め
た
。

　

当
時
、
国
土
交
通
省
が
「
関
東
の
富
士

見
１
０
０
景
」
を
募
集
し
た
。
町
が
動
か

な
い
の
で
個
人
で
「
吾
妻
山
」
を
応
募
し

て
み
た
。
結
果　

景
が
選
定
さ
れ
吾
妻
山

６３

も
選
定
さ
れ
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ 

　

ア
ク
セ
ス
も
グ
〜
ン
と
増
え
て

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
も
含
め
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
『
素
晴
ら
し
い
町
二
宮
』
で
取
り

上
げ
て
き
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
マ

ス
コ
ミ
で
も
い
く
つ
か
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
主
な
も
の
は

○ 
『
に
の
み
や
議
会
だ
よ
り
』
第
１
０
１

号
（　

年　

月　

日
）

０１

１０

２５○ 
雑
誌
『
暮
ら
し
と
パ
ソ

コ
ン
』（　

年
４
月
号
）

０２

○ 
タ
ウ
ン
誌
『
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
』（　

年
４
月　

０２

１９

日
号
）

○ 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
『
湘

南
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』（　

年
８
月
）

０２

○ 
雑
誌
『
暮
ら
し
と
パ
ソ

コ
ン
』（　

年
４
月
号
）

０３

○
保
健
同
人
社
雑
誌 
『
暮

し
と
健
康
』（　

年
４
月
号
）

０７

○
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
日
刊
紙
「
人
」
欄

（ 　

年
２
月　

日
）

０８

２４

　

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
ア
ク

セ
ス
数
も
増
え
て
、　

万
に
ま
も
な
く
到

４０

達
す
る
。（
３
９
９
、
２
８
０
＝
４
月　

日
１５

現
在
）。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
励
み
に
な

り
、
何
か
ネ
タ
が
な
い
か
と
ア
ン
テ
ナ
を

張
り
巡
ら
す
毎
日
で
す
。

（
高
木
信
幸
）

会員�
紹介�

地域情報発信中→→→→→→
ホームページ『素晴らしい町二宮』
http://www.scn-net.ne.jp/̃takagi/

高木　信幸さん

こ
だ
ま
俳
壇

こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

（
４
月
）

掲
雲
雀
山
の
分
校
二
人
ふ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

武
子

山
羊
当
番
せ
し
頃
の
恋
花
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

水
草

年
金
を
引
か
れ
て
後
期
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
保
次
郎

菜
の
花
と
花
大
根
と
鶏
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
村　

友
彦

急
斜
面
茶
畑
励
ま
す
山
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

桂
子

米
寿
ま
で
ま
だ
あ
る
十
年
み
か
ん
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

為
康

春
う
ら
ら
荒
磯
に
咲
く
浜
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
海　

敏
雄

空
中
に
シ
ャ
チ
の
曲
芸
春
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

三
井　

光
子

街
な
か
の
空
地
に
あ
り
し
花
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
多
嘉
子

夕
蛙
名
物
お
じ
さ
ん
土
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

和
江

留
守
宅
に
桃
の
花
散
る
午
後
の
庭

鈴
木
志
げ
子

茎
立
つ
大
根
紫
に
揺
れ
夕
ま
ぎ
れ

山
本
つ
ぼ
み
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介
す
る
写
真
や「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」が
展
示

さ
れ
参
加
者
は
懐
か
し
そ
う
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
加
藤
利
秋
さ
ん

（
こ
だ
ま
会
事
務
局
長：

元
湘
南
支
部
長
）

は「
暗
い
世
相
が
続
い
て
い
ま
す
が
、組
合

は
灯
台
の
役
割
を
は
た
し
て
ほ
し
い
」
と
激

励
。ま
た
、

吉
澤
靖
夫

さ
ん
（
こ

だ
ま
会
幹

事
）は
、「
退

職
さ
れ
た

方
が
こ
だ

ま
会
で
年

金
問
題
や

高
齢
者
医

療
問
題
、

会報No.８０
２００８．６．１
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灯台の役割をはたす組合へ灯台の役割をはたす組合へ
『　

周
年
』＆『
退
職
者
激
励
の
集
い
』

３０

湘南支部湘 南 支 部

　

今
年
３
月
の
県
庁
退

職
者
は
７
７
２
人
（
教

員
を
除
く
）。県
職
労
連

で
は
各
支
部
が
「
退
職

者
の
集
い
」
を
開
き
、
退
職

者
の
皆
さ
ん
を
激
励
。「
こ
だ

ま
会
」
も
役
員
が
手
分
け
し

て
参
加
し
、
会
へ
の
加
入
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
支
部
結
成　

周
年
を

３０

迎
え
る
湘
南
支
部
は
３
月
７

日
、「
退
職
組
合
員
慰
労
と
激

励
の
つ
ど
い
」と
あ
わ
せ「　
３０

周
年
記
念
の
つ
ど
い
」を
平

塚
市
内
で
開
催
。参
加
者
は

　

人
と
盛
大
な
集
い
に
な
り

３４ま
し
た
。

　

会
場
に
は
支
部
活
動
を
紹

憲
法
９
条
を
守
る
運
動
な
ど
で
元
気
に
活

躍
し
て
い
る
。み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
加
入
を
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

 
（
鳥
海
敏
雄
）

ＪＡ平塚プレジュールで開かれた集い

投稿
高
齢
者
の
医
療
制
度
に
怒
り
つ
つ
四
十
五
年
目
の
結
婚
記
念
日

高
齢
者
の
医
療
制
度
に
怒
り
つ
つ
四
十
五
年
目
の
結
婚
記
念
日

編
集

後
記

　

３
月
下
旬
、「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
在
中
」
と
記
さ
れ
た
親
展
文
書
が
配

達
さ
れ
た
。
開
封
し
て
み
る
と
、
紙
質
の

悪
い
厚
目
の
紙
１
枚
に
、
通
知
内
容
と
と

も
に
切
り
離
し
の
ミ
シ
ン
線
が
入
っ
た
粗

末
な
保
険
証
で
あ
っ
た
。

　

私
は
注
意
事
項
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に

怒
り
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
そ
れ
は
一
人

ひ
と
り
に
切
り
離
し
の
手
を
わ
ず
ら
わ
し

て
お
き
な
が
ら
、「
大
切
に
保
管
し
ろ
」「
有

効
期
限
が
来
た
ら
自
治
体
に
出
向
き
、
検

認
ま
た
は
更
新
を
受
け
ろ
」
と
各
自
に
責

任
を
押
し
付
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
で

あ
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
制
度
の
対
象
と
な
る

　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
何
と
言
っ
て
き
た

７５の
か
。
①
治
療
が
長
引
き
、
複
数
の
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
、
②
認
知
症
が
多
い
、

③
い
ず
れ
死
を
迎
え
る
…
。
そ
し
て
大
臣

ま
で
が
、「
命
の
残
存
期
間
が
短
い
人
た

ち
」
と
公
言
し
て
き
た
高
齢
者
へ
自
己
責

任
へ
の
押
し
付
け
で
あ
る
。

　

実
施
当
日
、
通
称
を
「
長
寿
医
療
制
度
」

と
す
る
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
国
民
を
馬
鹿

に
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

　

し
か
も
、
４
月
の
年
金
か
ら
保
険
料
は

天
引
き
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
私
た
ち
夫

婦
が
結
婚
し
た
日
で
あ
っ

た
。
保
険
証
で
も　

歳
で

７５

夫
婦
を
引
き
裂
き
、
治
療

も
抑
さ
え
込
む
医
療
制
度
。

妻
は
次
の
よ
う
な
一
首
を

詠
ん
で
い
た
。�
高
齢
者
の

医
療
制
度
に
怒
り
つ
つ
四

十
五
年
目
の
結
婚
記
念
日
�

　

長
寿
を
本
当
に
喜
び
合

え
る
医
療
制
度
、
憲
法　
２５

条
の
理
念
が
生
か
さ
れ
る

政
治
、
そ
の
役
割
を
担
う

厚
生
労
働
省
に
変
え
な
け

れ
ば
と
切
に
思
う

（
加
藤
利
秋
）

▼
今
号
か
ら
紙
面
を
Ｂ
５

版
か
ら
Ａ
４
版
へ
、
活
字

も
大
き
く
し
ま
し
た
。
い

か
が
で
す
か
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が

ら
改
善
を
続
け
ま
す
。

▼
梅
雨
時
で
す
。
健
康
第

一
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
 
（
と
）

　健康寿命とは、ＷＨＯが提唱した新

しい指標で、病気や痴呆、衰弱などで

要介護状態となった期間を、平均寿命

（余命）から差し引いた寿命のことで

す。長寿国では、平均寿命と健康寿命

の開きが長いと言われています。日本

では平均寿命８０．９歳、健康寿命７４．５

歳で、寝たきりなどになる期間は平均

６年以上に及ぶのが現状です。

　健康寿命を左右する３つの「年齢」

１　血管年齢　脳卒中や動脈硬化のも

と。

２　骨年齢　寝たきりの２大原因は脳

卒中と骨折（骨粗鬆症）。

３　腸年齢　加齢に伴い、腸内では悪

玉菌が優勢になり、免疫力が低下。

　これらの「年齢」を若く保てば、健

康で元気に過ごせます。食事、運動な

どに心配りをしましょう。（木村武子）

健康寿命を延ばす
―血管・骨・腸を若くして―


